
８月１日第１回北海道風車まつりには、
今、子どもたちに大人気のキャラクター
「デカレンジャー」が登場！
11時と14時の２ステージが行われ、
来場した子どもたちは、真剣なまなざしでショーを楽しんだ。
売店での「デカレンジャー」グッズ販売は、即座に完売。
やはり、子どもの力は絶大です。
夏休みの良い思い出になったことでしょう！
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苫
前
保
育
園
の
創
立
五
十
年
記
念

式
典
並
び
に
祝
賀
会
が
同
協
賛
会

（
会
長
坂
川
黙
音
＝
社
会
福
祉
法
人

苫
前
福
祉
会
理
事
長
）
主
催
の
も
と
、

七
月
十
日
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と

で
挙
行
さ
れ
た
。

同
保
育
園
は
、
昭
和
三
十
年
苫
前

季
節
保
育
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
昭

和
三
十
五
年
留
萌
管
内
第
一
号
の
認

可
保
育
所
と
な
っ
て
い
る
。

式
典
に
は
、
森
町
長
や
町
議
会
議

員
、
地
域
及
び
福
祉
関
係
者
、
園
児

の
父
母
ら
八
十
七
名
が
出
席
。
式
辞

で
は
坂
川
協
賛
会
長
が
「
全
面
的
な

町
の
支
援
と
善
意
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
地
域
の
有
志
の
方
々
の
助
け
が

無
け
れ
ば
、
五
十
年
は
続
か
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
乳
幼
児
の
安
全
は
も
と
よ
り
愛
情

豊
か
な
環
境
の
中
で
、
健
や
か
な
子

育
て
が
実
現
で
き
ま
す
よ
う
ご
支
援

い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
。
続
い
て
、

職
員
を
代
表
し
、
高
田
園
長
か
ら
「
職

員
の
中
に
は
卒
園
者
七
名
が
お
り
、

皆
子
ど
も
好
き
で
、
活
き
活
き
と
働

い
て
い
ま
す
。
理
事
者
、
職
員
、
保

護
者
の
皆
様
、
保
育
園
を
大
切
に
思

っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
方
の
ご

協
力
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。」と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
た
。

ま
た
、
祝
辞
で
は

森
町
長
よ
り
「
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支

援
を
背
景
に
保
育
事

業
に
対
す
る
期
待
は

大
き
く
、
高
い
レ
ベ

ル
で
の
保
育
業
務
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
益
々
の
保
育
園
の
発
展
と
皆
様

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。」と
述

べ
、
道
下
留
萌
保
健
事
務
所
子
ど
も

推
進
課
長
、
星
野
町
議
会
議
長
、
川

村
佳
代
母
の
会
会
長
か
ら
も
五

十
年
の
説
目
を
祝
う
祝
辞
が
寄

せ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
創
立
並
び
に
設
立

功
労
者
（
坂
川
黙
音
、
故
長
島

長
四
郎
、
故
後
藤
仙
吉
）
や
特

別
表
彰
（
瀬
川
正
一
前
理
事
長
、

坂
川
玲
子
前
園
長
）
及
び
平
成

元
年
以
降
の
退
任
法
人
役
員
、

退
職
職
員
、
母
の
会
歴
代
会
長

へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

式
典
終
了
後
は
、
祝
賀
会
が

同
会
場
で
開
催
さ
れ
、
五
十
年

の
歴
史
を
偲
ぶ
ス
ラ
イ
ド
上
映
が
行

わ
れ
、
父
母
ら
の
卒
園
当
時
の
写
真

に
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

な
お
、
六
月
二
十
日
に
は
創
立
五

十
年
を
祝
し
て
苫
前
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
会
場
に
運
動
会
も
行
わ
れ
た
。

第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
六
月
二
十
四
日
告
示
、
七
月
十
一

日
投
開
票
が
行
わ
れ
、
年
金
問
題
や

多
国
籍
軍
参
加
問
題
、
そ
し
て
七
候

補
が
出
馬
す
る
な
ど
有
権
者
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
道
選
挙
区
で
は
投
票

率
六
一
・
七
二
　
と
前
回
（
平
成
十

三
年
）
の
五
八
・
四
七
　
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

苫
前
町
で
は
、
道
選
挙
区
有
権
者

三
、
五
五
〇
人
中
、
二
、
六
〇
二
名

が
投
票
し
、
投
票
率
七
三
・
三
〇

と
前
回
の
六
九
・
八
四
　
を
三
・
四

六
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
投
票
事
務
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
制
度
か
ら
、

投
票
日
前
で
も
直
接
投
票
箱
に
投
票

で
き
る
期
日
前
投
票
制
度
が
導
入
さ

第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

苫

前

町

開

票

結

果

れ
、
三
百
七
十
五
名
の
方
が
期
日
前

投
票
を
行
い
、
前
回
の
不
在
者
投
票

分
か
ら
九
二
名
が
増
加
し
た
。

主
な
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
参
議
院
議
員
北
海
道
選
挙
区

中
川
義
雄（
自
民
〜
当
選
）
八
二
九
票

鈴
木
宗
男（
無
所
属
）

六
四
七
票

峰
崎
直
樹（
民
主
〜
当
選
）
六
〇
一
票

西
川
将
人（
民
主
）

二
七
四
票

岡
　
千
陽（
共
産
）

一
一
四
票

山
内
恵
子（
社
民
）

五
四
票

千
代
信
人（
新
風
）

九
票

◇
参
議
院
議
員
比
例
区

民
主
党
　
　
　
　
　
一
、
〇
〇
二
票

自
由
民
主
党
　
八
五
九
・
一
六
六
票

公
明
党
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二
票

日
本
共
産
党
　
　
　
　
　
一
〇
四
票

社
会
民
主
党
　
　
　
　
　
　
八
四
票

女
性
党
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
票

み
ど
り
の
会
議
　
一
五
・
八
三
三
票

維
新
政
党
・
新
風
　
　
　
　
　
九
票

な
お
、
小
数
点
以
下
の
数
値
に
つ

い
て
は
、
按
分
票
に
伴
う
得
票
数
値

で
す
。

ま
た
、
全
国
集
計
の
結
果
、
政
党

別
の
議
席
獲
得
数
は
、
民
主
党
49
議

席
、
自
由
民
主
党
48
議
席
、
公
明
党

10
議
席
、
日
本
共
産
党
３
議
席
、
社

会
民
主
党
２
議
席
、
そ
の
他
の
政
党

及
び
無
所
属
５
議
席
で
し
た
。

式辞を述べる坂川黙音協賛会長

投票用紙を候補者別、政党別などに分ける開票事務

運動会で創立50年を祝う園児たち

万歳三唱で祝賀会は盛会に終了

特
別
表
彰
を
受
け
る

瀬
川
正
一
さ
ん↓

感謝状を受ける歴代母の会会長

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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ー
に
は
、
本
郷
小
学
校
六
年
の
歳
桃

あ
ず
さ
さ
ん
の
作
品
で
、
太
陽
の
よ

う
に
燃
え
る
赤
と
力
強
さ
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
「
ミ
ニ
太
陽
」
が
受
賞
し
た
。

大
賞
を
受
賞
し
た
二
人
は
、
自
分
が

考
え
た
「
愛
果
」、「
ミ
ニ
太
陽
」
が

使
用
さ
れ
、
市
場
で
売
ら
れ
る
こ
と

に
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
主
に
名
古
屋
・

大
阪
方
面
に
出
荷
さ
れ
る
他
、
地
元

Ａ
コ
ー
プ
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

は
、
平
成
十
三
年
に
北
海
道
基
準

「
イ
エ
ス
ク
リ
ン
」
の
認
定
を
受
け

て
お
り
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
の
出
荷
農
産

物
は
全
て
に
お
い
て
、
履
歴
管
理
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
農
産

物
は
安
心
安
全
が
売
り
物
と
な
っ
て

い
る
。

留
萌
管
内
小
平
町
か
ら
遠
別
町
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者
四
十
二
戸
二
団

体
で
構
成
す
る
広
域
ミ
ニ
ト
マ
ト
生

産
者
協
議
会
（
会
長
花
井
秀
昭
＝
字

岩
見
）
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
広
く
消
費
者
に
浸
透

す
る
こ
と
を
目
的
に
、愛
称「
愛
果
」、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ニ
太
陽
」
と
決

定
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
愛
称
と
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
募
集
に
は
、
同
協
議
会
構
成
町

村
の
小
中
学
生
百
六
十
九
点
が
応
募

さ
れ
、
同
協
議
会
会
員
及
び
農
協
担

当
者
、
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
十

五
名
で
審
査
を
行
い
、
愛
称
部
門
で

大
賞
一
点
、
入
賞
六
点
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
部
門
で
大
賞
一
点
、
入
賞
五
点

を
決
定
。
七
月
三
日
町
公
民
館
に
お

い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

愛
称
「
愛
果
」
で
大
賞
を
受
賞
し

た
開
発
斐
美
さ
ん
（
苫
前
中
三
年
）

は
、「
愛
情
を
た
く
さ
ん
受
け
て
、

育
っ
た
果
実
。
と
い
う
意
味
で
、
普

段
か
ら
食
べ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に

思
い
つ
き
ま
し
た
。」
と
受
賞
の
知

ら
せ
に
驚
き
の
様
子
。
キ
ャ
ラ
ク
タ

「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式

の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

お
け
る
全
国
基
準「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
」

の
認
定
を
町
内
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者

十
二
戸
二
団
体
が
受
け
、
七
月
五
日

字
岩
見
花
井
秀
昭
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
ハ
ウ
ス
前
で
認
定
証
が
交
付
さ
れ

た
。こ

の
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
」
は
、
た

い
肥
等
の
施
用
や
化
学
肥
料
の
低

減
、
化
学
農
薬
の
低
減
が
基
準
と
な

り
、
生
産
農
業
者
を
都
道
府
県
知
事

が
認
定
す
る
も
の
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

生
産
す
る
花
井
秀
昭
さ
ん
は
、「
こ

の
認
定
で
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
、
お

い
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
安
心
し
て
安

全
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
。」
と
今

後
の
消
費
拡
大
に
希
望
を
語
っ
て
く

れ
た
。

な
お
、
町
内
農
産
物
「
メ
ロ
ン
」

ミ
ニ
ト
マ
ト
で「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
」認
定

大賞を受賞した開発斐美さん（左）と歳桃あずささん（右）

認定書交付に喜ぶミニトマト生産者

ミ
ニ
ト
マ
ト
愛
称
「
愛
果
」に
決
定

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
ミ
ニ
太
陽
」
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７月５日苫前神社祭を皮切りに、力昼・古丹別と祭典は１３日まで続けられ、町内はこの期間「お祭り」
一色となった。苫前本祭り及び力昼本祭りは、生憎の雨模様だったが、神輿担ぎ手と見物人が「ワッショ
イ！ワッショイ！」の掛け声に一体となって盛り上がっていた。

夏の到来！まつりに神輿が躍動！ 

↑苫前保育園では「お祭りごっこ」が行われ、ワタアメ
やヨーヨーを楽しみ、おみこしを担いで保育園の周り
を練り歩いた。

↑苫前みこしに参加した英語指導助手
ジャレットさんも気合酒。

↑苫前では、６子ども会のみこしが、
雨が降り注ぐ中、ワッショイの掛
け声とともに街中を練り歩いた。

↑かわいい子どもたちが踊りを
披露する古丹別踊り山

↑28名で重量５００キロを超える古
丹別みこしを担ぐ、つわものたち。

←古丹別では、小学生
の子どもみこしが３
グループに別れ、中
学生は大人みこしと
ともに、街中を練り
歩いた。

←古丹別みこしの担ぎ手も元気
あまって、池にダイビング

↑苫前漁港では、海上渡御が行われ海上安全が
祈願された。

↑各地区での宵宮祭では、ゲームや抽選会、カラオケなど多彩な内容で楽しみ、最後にもちまきで
締めくくる。今年は、力昼宵宮祭に多くの人が繰り出していました。

↑左から苫前・力昼・古丹別の天狗たち

天
狗
と
記
念
撮
影
。
天
狗
に

頭
を
な
で
て
も
ら
う
と
頭
が

良
く
な
る
と
か↓

力
昼
で
は
、
最
後
の
子

ど
も
み
こ
し
と
、
ヨ
サ

コ
イ
で
、
お
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
た
。↓

子
ど
も
相
撲
で
は
、

女
の
子
が
男
顔
負
け
の

投
げ
技↓

↑

今
年
、
苫
前
み
こ
し
か
ら
餅
ま
き
が
実

施
さ
れ
、
思
わ
ぬ
ご
利
益
に
観
衆
た
ち
も

大
喜
び↑

苫
前
弁
天
み
こ
し
に
は
、
町
内

水
産
加
工
場
で
研
修
中
の
中
国
女

性
三
名
も
参
加
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七
月
一
日
羽
幌
地
区
保
護
司
会

（
会
長
松
井
道
弥
＝
羽
幌
町
）
が
役

場
町
長
室
を
訪
れ
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
調
月
間
（
七
月
一
日
〜

三
十
一
日
）
の
取
り
組
み
と
し
て
、

野
沢
太
三
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

森
町
長
不
在
に
よ
り
岡
田
総
務
財
政

課
長
へ
伝
達
さ
れ
た
。

同
月
間
は
今
年
で
五
十
四
回
目
に

あ
た
り
、
毎
年
標
語
の
募
集
や
各
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
お
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
「
ふ

れ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
」

を
第
一
標
語
に
、
地
域
の
連
帯
や
家

族
の
絆
を
取
り
戻
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

「救急の日」に

応急手当普通救命講習会
を開催します！

苫前町消防団苫前分団が、管内代表として7月22日江別市で行
われた北海道消防操法訓練大会に出場しました。
この大会は消防の基本ともなる小型ポンプ操法を実施し、その
技術・俊敏性などを道内14支庁の代表で競うもので、苫前分団で

は、仕事終了後の夜や日曜日
の昼間に訓練を重ね大会に挑
み、当日自己最高タイムを記
録しましたが、惜しくも優勝
を逃しました。この大会参加
に向け、各方面の方々から激
励やご支援、町民の皆様から
の応援をいただき、ありがと
うございました。

七
月
十
四
日
古
丹
別
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
愛
好
会
（
会
長
青
木
幸
隆
＝
字
古

丹
別
）
で
は
、
古
丹
別
リ
バ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
芝
刈
り
を
会

員
総
出
で
行
っ
た
。

こ
の
芝
刈
り
は
、
普
段
楽
し
く
利

用
し
て
い
る
会
員
た
ち
が
、
同
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
気
持
ち
よ
く
利
用
す

る
た
め
、
自
ら
維
持
管
理
を
行
お
う

と
始
め
た
も
の
。
ま
た
、
管
理
棟
の

維
持
管
理
も
行
っ
て
お
り
、
募
金
箱

を
設
置
し
な
が
ら
消
耗
品
な
ど
の
経

費
を
捻
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
苫
前
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好

会
で
は
、
春
先
に
肥
料
の
散
布
や
芝

の
補
植
を
行
っ
て
お
り
、
大
会
開
催

ご
と
に
参
加
者
か
ら
百
円
を
徴
収
し

費
用
に
当
て
て
お
り
、
施
設
を
管
理

す
る
町
教
育
委
員
会
で
も
地
域
住
民

の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
歓
迎
し
て

い
る
。

北
海
道
電
力
羽
幌
営
業
所
の
古
巣
政

美
所
長
は
、
七
月
二
日
役
場
を
訪
れ
防

犯
街
路
灯
セ
ッ
ト
が
寄
贈
し
た
。

防
犯
街
灯
は
、
毎
年
各
町
村
に
寄
贈

さ
れ
、
苫
前
町
で
は
一
昨
年
に
引
き
続

き
二
回
目
の
寄
贈
で
、
八
十
　
の
水
銀

街
路
灯
器
具
一
式
五
セ
ッ
ト
（
十
五
万

円
相
当
）
の
目
録
が
、
森
町
長
へ
手
渡

さ
れ
た
。

森
町
長
は
、「
明
る
い
町
づ
く
り
の
た

め
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
戴
き
ま
す
。」

と
お
礼
を
述
べ
て
い
た
。

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
街
路
灯
は
、
こ
れ

ま
で
に
地
域
か
ら
設
置
要
望
の
あ
っ
た

古
丹
別
市
街
地
に
設
置
さ
れ
る
。

北
海
道
電
力

街
灯
五
基
寄
贈

古
丹
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
自
主
管
理

古
丹
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
自
主
管
理

法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

１　日　　時　９月９日（木）
18：00～21：00

２　場　　所　消防署古丹別支署
２階会議室

３　受講対象　15歳以上の町民
４　申込み先　消防署古丹別支署

並びに苫前支署

北海道消防操法訓練大会出場

全道大会出場した小倉団長及び苫前分団
員と応援に駆けつけた森町長

ワ
ッ
ト
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町
公
民
館
主
催
に
よ
る
平
成
十
六

年
度
苫
前
町
女
性
学
級
（
委
員
長
伊

藤
美
和
＝
字
古
丹
別
）
の
第
一
講
座

が
、
七
月
二
十
一
日
大
型
風
車
が
立

ち
並
ぶ
上
平
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
（
上
平
模
範
牧
場
内
）

で
行
わ
れ
、
苫
前
町
に
お
け
る
風
力

発
電
事
業
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

講
師
の
高
田
主
任
技
師
か
ら
、
町

内
に
お
け
る
風
力
発
電
の
状
況
の
説

明
を
受
け
、
実
際
に
牧
場
内
頂
上
付

近
か
ら
大
型
風
車
群
を
一
望
。
そ
の

景
観
に
思
わ
ず
「
す
ご
い
」
と
感
激

し
て
い
た
。

こ
の
女
性
学
級
は
、
十
二
月
ま
で

に
十
講
座
を
予
定
し
て
お
り
、
内
容

は
随
時
参
加
者
で
決
め
て
い
く
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
。
参
加
者

も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
詳
し
く

は
、
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

八
月
一
日
「
第
一
回
北
海
道
風
車

ま
つ
り
」
が
同
実
行
委
員
会
（
委
員

長
藤
田
憲
二
）
の
主
催
に
よ
り
「
と

ま
ま
え
温
泉
前
広
場
」
で
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
四
千
五
百
人
の
観
衆
を

集
め
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

当
日
朝
は
雨
が
振
り
開
催
が
心
配

さ
れ
た
が
、
午
前
九
時
半
に
は
雨
も

あ
が
り
午
前
十
時
に
「
か
ま
え
て
」

の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
共
に
、
苫

前
麟
萃
会
の
ヨ
サ
コ
イ
で
始
ま
っ
た
。

続
い
て
、
町
無
形
文
化
財
「
く
ま

獅
子
舞
」
を
同
保
存
会
少
年
団
が
披

露
し
、
観
衆
は
本
町
の
歴
史
的
背
景

に
あ
る
羆
事
件
を
題
材
と
し
た
「
く

ま
獅
子
舞
」
に
見
入
っ
て
い
た
。

引
き
続
き
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
藤
田
実
行
委
員
長
か
ら
「
道
内
で

は
初
の
花
風
車
の
イ
ベ
ン
ト
。
思
う

存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。」と

挨
拶
。
森
町
長
か
ら
は
「
元
気
の
あ

る
お
祭
り
に
し
て
い
き
た
い
。」と
抱

負
を
述
べ
た
。

続
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
デ
カ
レ
ン
ジ

ャ
ー
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

多
く
の
親
子
連
れ
が
身
を
乗
り
出
し

な
が
ら
歓
声
を
送
っ
た
。
ま
た
、
デ

カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
記
念
撮
影
会
に

は
百
五
十
組
も
の
親
子
が
参
加
し
、

一
人
ひ
と
り
ポ
ー
ズ
を
決
め
な
が
ら
、

思
い
出
と
な
る
写
真
を
手
に
し
て
い

た
。Ｓ

Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
「
歌
謡

シ
ョ
ー
」
で
は
、
喜
瀬
ひ
ろ
し
さ
ん

の
軽
快
な
お
笑
い
ト
ー
ク
で
進
行
さ

れ
、
期
待
の
新
人
コ
ロ
ム
ビ
ア
･
ロ

ー
ズ
と
津
軽
三
味
線
と
和
太
鼓
演
奏

で
知
ら
れ
る
木
村
善
幸
の
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン
に

は
、
元
オ
ニ
ャ
ン
コ
ク
ラ
ブ
出
身
の

演
歌
歌
手
城
之
内
早
苗
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
し
な
や
か
な
歌
声
と
そ
の
美

貌
に
観
衆
た
ち
は
酔
い
し
れ
た
。

一
方
、
ふ
わ
っ
と
入
口
前
の
公
園

に
は
、
各
学
校
や
婦
人
団
体
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
各
職
場
な
ど
町
内
二
十
団

体
の
協
力
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
約
五

千
本
の
花
風
車
が
設
置
さ
れ
、
さ
わ

か
や
な
風
に
回
る
色
鮮
や
か
な
花
畑

が
、
訪
れ
た
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て

い
た
。
そ
し
て
、
花
風
車
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
百
二
十
人
も
の
親
子
連

れ
が
参
加
し
、
コ
ス
モ
ス
や
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
な
ど
の
花
風
車
を
作
製
し
て

い
た
。

ま
た
、
会
場
横
に
設
置
さ
れ
た

「
風
の
屋
台
村
」と
ふ
わ
っ
と
カ
バ
ー

ウ
オ
ー
ク
で
の
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
に
は
、
町
内
十
七
団
体
が
出
店

し
、
活
甘
エ
ビ
や
煮
蛸
、
数
の
子
な

ど
特
産
品
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
そ

の
場
で
食
べ
ら
れ
る
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
や
ウ
ニ
の
お
に
ぎ
り
、

あ
わ
び
の
串
焼
き
な
ど
飲
食

販
売
に
は
、
多
く
の
観
衆
が

押
し
寄
せ
、
そ
の
殆
ど
が
完

売
に
な
る
な
ど
今
ま
で
に
な

い
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

お
祭
り
は
午
後
三
時
に
締

め
く
く
り
の
お
楽
し
み
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
付
い
て
い
る
餅
ま

き
大
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者

は
夏
の
風
か
お
る
お
祭
り
を

満
喫
し
て
い
た
。

「
注
目
の
風
力
発
電
」学
習 

女
性
学
級
講
座
開
始 

 

花
風
車
五
、〇
〇
〇
本
が
会
場
を
彩
る 

大盛況 

第1回 第1回 

観衆を魅了する城之内早苗

会場を埋めつくす観衆たち

心和む花風車公園

元気あふれるＹＯＳＡＫＯＩ

風の屋台村には多くの人出で賑わった。

司会者の喜瀬ひろし（左）と
コロムビア・ローズ（右）
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七
月
二
十
三
日
苫
前
町
乳
牛
共
進

会
が
、
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
で

開
催
さ
れ
、
町
内
酪
農
家
自
慢
の
乳

牛
三
十
二
頭
に
よ
り
優
秀
牛
を
競
い

合
っ
た
。

審
査
員
に
は
、（
社
）
家
畜
改
良

事
業
団
十
勝
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
の
福

屋
茂
生
技
師
を
招
き
、
各
部
門
別
に

序
列
を
決
定
。
骨
格
や
体
の
バ
ラ
ン

ス
、
乳
房
の
形
な
ど
の
審
査
結
果
で

は
、
そ
の
評
価
は
高
く
、
酪
農
家
た

ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

六
部
門
審
査
の
終
了
後
、
各
部
門

で
一
位
と
な
っ
た
牛
か
ら
、
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
未
経
産
牛
）
と

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン（
経
産
牛
）

の
審
査
が
行
わ
れ
、
両
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
と
も
に
丹
羽
秀
樹
さ
ん（
字
岩
見
）

出
陳
の
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・
ダ
ー
ハ

ム
・
チ
ャ
ー
マ
ー
（
未
経
産
牛
）、

フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・
ル
ー
シ
ー
・
ダ
ム

（
経
産
牛
）
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
見

事
選
ば
れ
た
。

な
お
、
各
部
門
の
成
績
は
次
の
と

お
り
（
各
部
門
一
位
の
み
）

▽
第
一
部
（
８
ヶ
月
以
上
12
ヶ
月
未

満
）
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・
ダ
ー
ハ
ム
・

チ
ャ
ー
マ
ー
（
丹
羽
秀
樹
／
岩
見
）

▽
第
二
部
（
12
ヶ
月
以
上
18
ヶ
月
未

満
）
ク
レ
ス
タ
・
カ
イ
ト
・
オ
ブ
・

ウ
ー
ノ
・
フ
タ
ゴ
（
中
嶋
隆
司
／
岩

見
）
▽
第
三
部
（
18
ヶ
月
以
上
24
ヶ

月
未
満
）
ク
レ
ス
タ
・
レ
デ
ュ
ッ

ク
・
ヒ
ロ
イ
ン（
中
嶋
隆
司
／
岩
見
）

▽
第
四
部
（
36
ヶ
月
未
満
経
産
牛
）

デ
ー
ジ
ー
・
マ
ッ
ハ
・
リ
ー
（
石
川

昭
人
／
旭
）
▽
第
五
部
（
36
ヶ
月
以

上
60
ヶ
月
未
満
）
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・

ル
ー
シ
ー
・
ダ
ム
（
丹
羽
秀
樹
／
岩

見
）
▽
第
六
部
（
60
ヶ
月
以
上
経
産

牛
）
ク
レ
ス
タ
・
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・

ジ
ュ
ラ
ー
（
中
嶋
隆
司
／
岩
見
）

友
好
町
長
島
町
か
ら
農
業
委
員
会

委
員
二
十
五
名
が
七
月
十
七
〜
十
八

日
、
消
防
団
員
二
十
二
名
が
同
月
三

十
〜
三
十
一
日
に
か
け
て
、
相
次
い

で
苫
前
町
を
訪
問
。
本
町
農
業
委
員

並
び
に
消
防
団
員
と
そ
れ
ぞ
れ
交
流

を
図
っ
て
い
た
。

長
島
町
農
業
委
員
会
と
の
交
流
で

は
、
役
場
内
で
本
町
農
業
委
員
と
米

政
策
大
綱
に
お
け
る
農
地
の
集
約
化

や
転
作
作
物
技
術
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
町
内
視
察
で
は
農
業
委
員

及
び
消
防
団
と
も
に
、
上
平
の
大
型

風
車
群
を
視
察
し
た
の
ち
、
長
島
神

社
を
参
拝
し
、
出
迎
え
た
長
島
町
内

会
役
員
か
ら
メ
ロ
ン
や
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
差
し
入
れ
を
受
け
、
そ
の
甘
味
に

感
激
し
て
い
た
。

友
好
町
長
島
町

農
業
委
員
及
び
消
防
団
来
町

苫
前
町
高
齢
者
事
業
団
（
会
長
鎌

田
信
夫
）
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
改

修
し
て
い
た
ア
ル
ミ
缶
及
び
ス
チ
ー

高
齢
者
事
業
団
ア
ル
ミ
缶
回
収

九
六
〇
　
搬
送

ル
缶
九
六
〇
　
（
お
お
よ
そ
五
万
個
）

を
七
月
十
五
日
留
萌
市
内
の
回
収
業

者
へ
搬
送
し
た
。

こ
の
ア
ル
ミ
缶
は
、
空
き
缶
の
な

い
町
づ
く
り
と
資
源
の
有
効
活
用
を

目
的
に
日
頃
か
ら
同
事
業
団
会
員
が

町
内
を
め
ぐ
り
回
収
し
て
き
た
も
の

や
、
こ
の
取
り
組
み
を
知
り
地
域
住

民
が
事
業
団
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
。

こ
の
日
は
、
借
り
上
げ
た
四
　
ト

ラ
ッ
ク
と
二
　
ト
ラ
ッ
ク
の
二
台
に
、

百
二
十
袋
に
詰
め
込
ま
れ
た
ア
ル
ミ

缶
を
会
員
六
名
で
詰
め
込
み
搬
送
。

同
事
業
団
で
は
、
こ
の
ア
ル
ミ
缶

売
却
（
一
　
当
た
り
約
二
十
五
円
）

費
用
を
積
み
立
て
、
福
祉
用
具
購
入

費
用
な
ど
の
福
祉
事
業
に
あ
て
る
た

め
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

会場となった上平模範牧場での審査風景

長島神社前での記念撮影する長島町農業委員

空き缶をトラックへ積み込む会員たち

グランドチャンピオンに輝いた
フォーカスト・ルーシー・ダムと丹羽秀樹さん

★私たちも山奥に住んでいたことがあり、熊の恐ろ

しさは想像できます。 （15.7.21音更町 男性）

★昔の人の生活がどんなに厳しいものだったか想像

できます。ご冥福をお祈りします。

（15.7.23名古屋市　女性）

★小説を読んだ記憶がありますが、大変なところに

住んでいたのだなあ～と改めて感心しました。

（15.7.27札幌市 女性）

★今から７年前に三毛別を訪れました。その端緒に

なったのは、吉村昭氏の筆による「羆嵐」でした。

もし、この本をまだ手にされていない方がいらっ

しゃれば、ご一読くだされば幸いです。共に鎮魂

の想いと共に、合掌いたしたき気持ちです。

（15.8.6奈良県　男性）

苫前町イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その二～

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

ト
ン

ト
ン
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こ
の
夏
の
留
萌
管
内
中
体
連
で

は
、
古
丹
別
中
学
校
の
男
子
卓
球
が

団
体
優
勝
し
全
道
大
会
出
場
を
決

め
、
陸
上
競
技
で
も
男
女
総
合
優
勝

四
連
覇
を
飾
り
、
個
人
戦
で
も
卓
球

四
名
、
陸
上
六
競
技
八
名
が
全
道
大

会
に
駒
を
進
め
る
な
ど
大
活
躍
と
な

っ
た
。

一
方
、
毎
年
旭
川
市
河
川
敷
で
開

催
さ
れ
た
中
北
部
北
海
道
野
球
大
会

で
、
同
中
学
校
野
球
部
が
、
強
豪
校

を
含
む
六
十
六
チ
ー
ム
が
出
場
す
る

中
、
見
事
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
そ

ん
な
中
、
七
月
二
十
二
日
同
大
会
を

運
営
し
て
い
る
旭
川
河
川
環
境
づ
く

古
丹
別
中
学
校
大
活
躍

中
北
部
北
海
道
野
球
大
会
で
優
勝

七
月
十
四
日
苫
前
中
学
校
三
年
生

は
、
苫
前
ダ
ム
（
字
三
渓
）
手
前
の

国
有
林
に
お
い
て
、
留
萌
南
部
森
林

管
理
所
の
協
力
に
よ
り
、
森
林
教
室

を
実
施
し
た
。

り
旭
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
か
ら
、

「
す
ば
ら
し
い
マ
ナ
ー
賞
」
が
同
野

球
部
に
手
渡
さ
れ
、
そ
の
活
動
を
支

援
し
て
き
た
父
母
の
会
（
会
長
相
馬

隆
二
）
並
び
に
古
丹
別
中
学
校
に
も

感
謝
状
が
送
ら
れ
た
。

こ
の
マ
ナ
ー
賞
は
、
試
合
を
行
う

う
え
で
の
挨
拶
、
き
れ
い
な
応
援
、

用
具
の
整
理
整
頓
な
ど
に
優
れ
、
他

校
の
模
範
と
な
る
チ
ー
ム
が
選
出
さ

れ
る
も
の
。

ま
た
、
同
大
会
個
人
賞
に
野
球
部

か
ら
八
名
が
選
ば
れ
、
最
優
秀
捕
手

賞
に
草
薙
篤
君
（
三
年
）、
最
優
秀

選
手
に
は
松
原
諒
太
君
（
三
年
）
が

同
管
理
所
三
渓
事
務
所
職
員
を
講

師
に
、
間
伐
や
枝
打
ち
な
ど
森
林
の

管
理
方
法
や
樹
木
の
見
分
け
方
な
ど

を
学
習
。
最
後
に
、
山
の
恵
み
「
ク

輝
い
た
。

中
体
連
全
道
大
会
に
出
場
し
た
選

手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

七
月
四
日
管
内
九
市
町
村
を
会
場

に
、
第
四
十
二
回
北
海
道
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
道
か

ら
千
二
百
三
十
六
名
が
参
加
。

苫
前
町
で
は
、「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス
（
盲
人
卓
球
）」、「
フ

ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」、「
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
」
の
三
競
技
（
参
加
選
手

六
十
七
名
）
が
開
催
さ
れ
、
町
体
育

協
会
や
婦
人
団
体
、
社
会
福
祉
団
体

な
ど
八
十
名
に
の
ぼ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
競
技
運
営
や
出
場

選
手
の
誘
導
な
ど
に
協
力
。

視
覚
障
害
者
の
競
技
で
あ
る
「
サ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
」、「
フ
ロ

ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
は
見
慣
れ
な
い

競
技
の
開
催
と
あ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ

や
審
判
員
は
、
事
前
の
講
習
会
を
開

催
す
る
な
ど
万
全
を
期
し
、
準
備
を

進
め
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
隠
し
を
し
な

が
ら
も
ボ
ー
ル
の
音
へ
瞬
時
に
反
応

し
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
競
技
者

の
迫
力
に
、
審
判
員
及
び
ス
タ
ッ
フ

も
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
白
樺
高
等
養
護

学
校
の
み
の
参
加
と
な
り
、
羽
幌
町

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
交
流
試

合
が
行
わ
れ
た
。

出
場
選
手
か
ら
は
、「
毎
年
、
各

地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
プ

レ
ー
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。」

と
ス
タ
ッ
フ
へ
声
が
か
け
ら
れ
て
い

た
。来

年
は
、
室
蘭
市
を
中
心
と
す
る

胆
振
地
区
で
開
催
さ
れ
る
。

ワ
の
実
」
を
講
師
か
ら
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
甘
酸
っ
ぱ

い
味
に
大
喜
び
で
し
た
。

一
方
、
三
渓
ダ
ム
（
貯
水
池
）
で

は
、
苫
前
小
学
校
一
、
二
年
生
三
十

名
が
同
月
十
六
日
川
の
生
態
系
を
学

習
。
水
着
姿
で
ダ
ム
下
流
に
入
り
、

児
童
も
「
エ
ビ
す
く
い
」
に
大
喜
び
。

時
間
が
過
ぎ
る
の
も
わ
す
れ
、
エ
ビ

や
小
魚
を
ざ
る
や
網
で
す
く
っ
て
い

た
。
思
わ
ず
、
足
を
す
べ
ら
せ
、
水

に
は
ま
っ
て
い
た
先
生
も
…
。

ま
た
、
力
昼
前
浜
で
は
十
二
日
に

苫
前
小
学
校
三
年
生
と
十
三
日
に
力

昼
小
学
校
児
童
が
地
引
網
を
体
験
。

タ
ナ
ゴ
や
ウ
グ
イ
、
カ
ニ
な
ど
が
網

に
か
か
り
、
魚
を
手
に
と
り
、
大
喜

び
で
あ
っ
た
。

枝打ちを体験する苫中３年生

三渓ダムで川エビをすくう苫小児童たち

視覚に障害を持ちながらも、ネット下での迫力あるプレーが
展開されたフロアーバレーボール競技

アイマスクをしていても、ボールの転がる音に的確に
反応し、ラリーが続くサウンドテーブルテニス

フ
ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
の
三
競
技 

中体連等学社
融合

◇
陸
上
競
技（
７
／
25
〜
27
旭
川
市
）

松
原
諒
太
、
草
薙
篤
、
逢
坂
佑
太
、

花
井
大
地
、
中
嶋
あ
ゆ
美
、
太
田
祥

実
、
山
本
春
菜
、
青
木
香

◇
卓
球
競
技（
８
／
６
〜
９
函
館
市
）

千
葉
孝
博
、
丹
羽
靖
志
、
花
井
大

地
、
村
田
貴
紀
、
矢
田
誠
、
小
澤
正

太
、
久
保
元
気
、
松
倉
浩
平
、
矢
田

靖
、
西
川
将
也
、
大
西
一
雅
、
西
川

百
合
絵

な
お
、
苫
前
中
学
校
で
も
、
剣
道

個
人
に
お
い
て
、
星
大
喜
君
が
全
道

大
会
（
稚
内
市
）
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
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苫前町教育委員会 苫前町公民館  電話 5－4076
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp　HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ お問い合わせ・ご相談は… 

社会教育からのお知らせ 社会教育からのお知らせ 社会教育からのお知らせ 
松永 貴志　NewYork Trio

JAPAN Tour 2004

第18回日本海オロロンライン

トライアスロン国際大会
北海道選手権大会

苫前町からは８選手出場
（個人４名・リレー４名）

今年のトライアスロンは、個人競
技において１５年連続出場の伊藤優
選手（役場）を筆頭に、佐藤隆裕選
手（役場）、出野浩司選手（苫前中教
諭）、早川尚選手（土地改良区）の４
選手がエントリー。
昨年、リレーの部管内３位に入賞
した合田真知子選手と服部千春選手
（公民館）は、別々のチームでラン種
目にエントリーしており、地元苫前
アイアンマンクラブから、赤松弥生

＜小説＞
○「Good LucK」アレックス・ロビラ著　
○「パンドラ・アイランド」大沢在昌著
○「エイジ」重松清著
＜実用書＞
○「やりたいことがみつからないあなたへ」
○「簡単!びっくり!炊飯器クッキング」
○「北海道子連れにぴったりの

キャンプ場はここだ！」
＜児童書＞
○「きつねのかみさま」 あまんきみこ著
○「ずいとん先生と化けの玉」 那須正幹著
○「すてねこタイガーと家出犬スポット」

リブ・フローデ著

図書室からのお知らせ 第27回町民マラソン大会
新しい本が入りました！ぜひ図書室へおいで下さい。

～新刊案内～

日　時：９月１２日（日）＜小雨決行＞

受　付／８時３０分

開　会／９時００分

場　所：〈集合〉苫前商業高校グランド

〈コース〉高校～小川方面折返し

種　目：「マラソン」「ウォーキング」

対　象：全町民

主　催：苫前町体育協会、

苫前町教育委員会

※詳しくは回覧で
お知らせします。

日　時：９月２０日（月）
開場／１７時３０分
開演／１８時００分

場　所：苫前町公民館（字古丹別）
入場料：＜一般＞

2,000円（当日／2,500円）
＜高校生以下＞
1,000円（当日／1,500円）

出　演：松永 貴志（ピアノ）
エリック・ハーランド（ドラムス）
ウゴナ・オケグォ（ベース）

主　催：苫前町舞台鑑賞企画委員会、
苫前町、苫前町教育委員会

※お問い合わせは公民館まで

松永 貴志
1986年兵庫県芦屋市生まれ。
５歳頃から独学ピアノ、オルガンを始め、
10歳のときオリジナルCD「ＳＰＡＩＮ」
を発表。15歳でプロデビュー。
2003年17歳で発表したデビューアルバム
「ＴＡＫＡＳＨＩ]は、ベストセラーとなり、
各種メディアにも取り上げられ、ハービ
ー・ハンコックＳＵＰＥＲ　ＵＮＩＴで
の海外超一流ジャズメンと共演し喝采を
浴びる。
2004年全曲オリジナルの２ｎｄアルバム
「ＳＴＯＲＭ　ＺＯＮＥ」で全米、ヨーロ
ッパ、アジアにおける世界デビュー。今
後の世界的な活躍が期待されている。

選手（苫前保育園＝スイム）、川勝康
弘選手（函館市＝バイク）、三木昌子
選手（苫商高＝ラン）が出場する。
今年の注目選手は、リレーでの初
出場となる女性２選手。そして、早
川選手の初ゴールはなるか？
また、婚姻を予定している選手も
おり、フィアンセとともに感動のゴ
ールが･･･見たいですネ！
皆さんの声援が選手を奮い立たせ
ます。応援よろしくお願いします。

兼
第7回

8月29日（日）6:30スタート
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今
月
の
担
当
は
新
田
保
健
師
で
す
。 

こ
つ
こ
つ 

「
骨
骨
予
防
！
骨
粗
し
ょ
う
症
」 

健　　康 
ばんざい 

な
く
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行

し
、
や
が
て
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
骨
の
密
度
が
低
く
な
る

と
背
骨
へ
の
か
か
る
力
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
り
、
骨
が
変
形
し
た
り
、
つ

ぶ
れ
た
り
し
ま
す
（
圧
迫
骨
折
）。

身
体
の
骨
の
中
で
特
に
早
く
弱
く

な
る
の
は
「
背
骨
」
で
す
。

・
腰
や
背
中
の
痛
み

・
背
中
が
丸
く
な
る

・
背
が
低
く
な
る

「
も
う
高
齢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
骨
が
弱
く
な
る
の
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

骨
の
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が

少
な
く
な
り
、
骨
の
中
の
構
造
が
粗

く
ス
カ
ス
カ
に
な
る
病
気
で
す
。
骨

粗
し
ょ
う
症
の
人
は
大
変
骨
が
も
ろ

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
折
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
っ

て
お
く
と
、
寝
た
き
り
や
要
介
護
状

態
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
は
女
性
に
多

く
、
特
に
閉
経
が
近
づ
く
四
〇
歳
代

か
ら
増
え
始
め
、
六
五
歳
で
は
女
性

の
ほ
ぼ
二
人
に
一
人
、
八
〇
歳
以
上

で
は
約
七
割
も
の
女
性
が
骨
粗
し
ょ

う
症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
食

事
」
と
「
運
動
」
に
よ
っ
て
骨
の
状

態
を
改
善
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
カ
ル
シ
ウ
ム

吸
収
を
助
け
る

も
のビ

タ
ミ
ン
Ｄ

（
青
背
の
魚
や
キ

ノ
コ
類
）、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
（
緑
黄

野
菜
　
や
納
豆

な
ど
）、
酢
。

☆
カ
ル
シ
ウ
ム

吸
収
を
妨
げ
る

も
の

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
清
涼
飲
料

水
、
ア
ル
コ
ー
ル
。

特
別
に
運
動
し
な
く
て
も
、
掃
除

な
ど
の
家
事
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
こ
ま
め
に
身

体
を
動
か
す
こ
と
と
が
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
運
動
と
同
じ
よ
う
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
三
〇
歳
以
上
七
〇
歳
未
満

の
女
性
を
対
象
に
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ

ム
量
を
測
る
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

後
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
回
覧
を
ご
覧
下
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

女
性
や
お
年
寄
り
に
多
い

骨
粗
し
ょ
う
症
の
症
状
は

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
で
も

食
事
や
運
動
で
骨
を
強
く
で
き
る

骨
粗
し
ょ
う
症
は
背
骨
に
現
れ
や
す
い

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

食
べ
合
わ
せ
や
吸
収
率
に
注
意
し
て

プ
ラ
ス
二
〇
〇
mg
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

家
事
を
積
極
的
に
行
う
な
ど

活
動
的
な
日
常
生
活
も
効
果
的

１　国庫負担の引き上げ

公的年金における基礎年金給付に必要な費用は、現在

の国庫負担分３分の１を本改正により平成21年までに

２分の１に引き上げる。財源は、公的年金等控除額の引

き下げや老年者控除の廃止による課税

強化、税制改正などが検討されている。

２　保険料の段階的な引き上げ

国民年金保険料は、現在月額

13,300円ですが、平成17年度から毎

年度280円ずつ引き上げられ、平成29

年４月以降は16,900円で固定される。

なお、毎年度、保険料改定率が掛かる

ため、実際の保険料は次の表に記載し

た額から変更となる場合があります。

３　マクロ経済スライドの導入

保険料を一定水準に固定し、その時々の「社会全体の

負担能力に応じて年金額を調整するしくみ」（マクロ経

済スライド）が導入されます。このしくみにより、小子

化で働き手が減り保険料収入が減少したり平均余命が伸

び年金支給額が増加した場合、それに応じて年金額が自

動的に調整されることになります。

老齢基礎年金は、40年間保険料を納めた場合、満額

79万4,500円が支給されます。

その他、平成17年度以降、30歳未

満の若い世代に対する納付猶予制度や

保険料免除制度を従来の全額、半額に

加え、保険料の４分の１、４分の３を

免除するしくみが導入されますので、

国民年金について質問等ございました

ら、役場町民課住民係までお気軽にご

相談ください。

本年６月に年金改革法が成立され、国民年金につい
ては次のとおり改正されました。

平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度以降

１３,５８０円
１３,８６０円
１４,１４０円
１４,４２０円
１４,７００円
１４,９８０円
１５,２６０円
１５,５４０円
１５,８２０円
１６,１００円
１６,３８０円
１６,６６０円
１６,９００円

マイプランをしっかり 国 民 年 金
『年金制度が変わりました！』
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介護保険･福祉 

Ｑ
　
先
日
、
役
場
か
ら
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
の
で
見
る
と
、

医
療
費
の
欄
に
は
、
我
が
家
で
病
院

に
支
払
っ
た
金
額
の
三
倍
も
の
額
が

記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

医
療
費
は
、
こ
ん
な
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
苫
前
町
の
国
保
で
は
、
年
六
回

“
医
療
費
の
お
知
ら
せ
”
を
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
実

際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額
（
十

割
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
っ
て
い
る
の
は
、
一
般
の
方
は
、

医
療
費
の
三
割
、
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
の
方
は
一
割
（
一
定
以

上
所
得
者
の
方
は
二

割
）
に
あ
た
る
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」
に
表
示
さ
れ
る

金
額
と
支
払
っ
た
金
額

に
は
、
大
き
な
差
が
あ

る
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
大
き

な
差
額
の
分
は
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
頂
い
て
い

る
保
険
税
と
国
・
道
・

町
の
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

特
に
、
国
保
で
は
、
医
療
を
必
要

と
す
る
機
会
の
多
い
高
齢
の
方
の
加

入
が
多
く
、
毎
年
医
療
費
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
医
療
費
が
増

加
す
る
と
、
保
険
税
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
皆
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

国
保
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た

め
に
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
そ

の
義
務
で
あ
る
保
険
税
を
き
ち
ん
と

納
付
さ
れ
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
、
医
療
費

を
有
効
に
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
医
療
費
に
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
ら
必

ず
見
る
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

苫
前
町
国
保
で
は
、
加
入
者

の
支
払
う
医
療
費
が
著
し
く
高

額
と
な
り
、
い
っ
た
ん
自
己
負

担
し
て
支
払
う
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
申

請
に
よ
り
支
払
い
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
（
無
利
子
）
の
あ
っ

せ
ん
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
し
あ
わ

せ
係
国
保
担
当
（
四
―
二
二
一

五
内
線
二
七
一
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

お知らせ

み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 01646-4-2215（内線273）まで

「家の中にわずかな段差や手すりのない廊下」･･･これらは

高齢者にとって、移動の妨げや転倒の原因になります。

そこで、安心して暮らせる“住宅改修”をお勧めします。

段差の解消や、手すりを取り付ける住宅改修は、自立した

日常生活を助けることになるほか、転倒未然防止や移動が楽

になることで、介護者の負担を軽くします。介護保険制度で

は、このような住宅改修に対する給付の適用がありますので、

ご利用下さい。

Ｑ　支給額はどの位ですか？
Ａ　改修費用の９割（限度額２０
万円）が支給され、利用者負担
は１割となりますが、限度額を
超えた費用や保険対象外の工事
費は全額自己負担となります。
なお、改修にかかった費用はい
ったん全額負担していただき、
後日、その対象費用の９割が支
給（返還）されます。

Ｑ　支給を受けるには、どんな手続き
が必要ですか？

Ａ　次の書類を揃えて、町へ提出して　
いただきます。
①　住宅改修費支給申請書
（添付書類）

②　工事にかかった明細がわかる書
類及び領収書

③　住宅改修が必要な理由書
（介護支援専門員等が作成したもの）

④　改修前後の日付等がわかる写真
⑤　住宅所有者の承諾書
（住宅所有者が異なる場合）

Ｑ　どんな人が、どんなときに利用でき
ますか？

Ａ　介護保険で要支援または要介護と認定
された方が安全な生活を確保するために
小規模な住宅改修を行った場合利用でき
ます。
（対象となる住宅改修）
①　身体を支える手すりの設置
②　段差をなくすスロープ等の設置
③　滑りを防ぐ床や通路面の材質変更
④　引戸への扉の取替え
⑤　洋式への便器の取替え
⑥　①～⑤に付帯して必要となるその他の
住宅改修
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

久
保
　
省
八
（
78
歳
）
６
月
17
日

九
　
重

加
藤
　
清
士
（
89
歳
）
６
月
24
日

古
丹
別

伊
藤
　
捨
吉
（
69
歳
）
６
月
27
日

古
丹
別

川
村
　
吉
松
（
95
歳
）
６
月
28
日

興
　
津

鴨
田
シ
ヅ
ヨ
（
88
歳
）
７
月
２
日

香
　
川

角
　
　
ミ
キ
（
92
歳
）
７
月
５
日

力
　
昼

工
藤
カ
シ
ミ
（
90
歳
）
７
月
５
日

力
　
昼

渡
辺
　
幸
子
（
63
歳
）
７
月
９
日

苫
　
前

岩
澤
　
律
子
（
68
歳
）
７
月
11
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

住
所

水
　
谷
　
大
　
志
（
古
丹
別
）
稲
　
部
　
美
千
代
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

末
長
く
お
幸
せ
に

小
野
　
華
弥

は
る
や

幸
裕
／
由
記
７
月
２
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長男

住
所

８
月
は
「
い
じ
め
・
体
罰
追
放
強
調
月
間
」
で
す
。

子
ど
も
が
発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
私
た
ち
が
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。

留
萌
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

い
じ
め
・
体
罰
１
１
０
番
　
〇
一
六
四
―
四
二
―
〇
四
九
二

お盆帰省等に伴う交通事故防止を！
「シートベルト 着けるゆとりが 身を守る」

今
年
も
「
馬
と
遊
ぼ
う
！
３
〜
ホ

ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
イ
ン
・
ウ
イ

ン
ビ
ラ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

上
平
模
範
牧
場
を
会
場
に
、
日
本

有
数
の
風
車
群
を
見
な
が
ら
、
乗
馬

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

会
場
内
に
は
、
特
産
品
販
売
や
昼
食

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
販
売
、
記
念
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
も
販
売
し
、
丸
一
日
楽
し

め
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
と
　
き
　
八
月
二
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

◇
と
こ
ろ
　
上
平
牧
場
特
設
会
場

◇
コ
ー
ス
　
ポ
ニ
ー
引
き
馬
（
二
百

円
／
回
）、
ど
さ
ん
こ
引
き
馬
（
午
前

〜
四
百
円
／
回
）、
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
（
午
後
〜
三
千
五
百
円
）

◇
入
場
料
　
五
百
円
（
ポ
ニ
ー
引
き
馬

乗
馬
一
回
付
〜
三
千
五
百
円
コ
ー
ス

に
は
入
場
券
付
）

詳
し
く
は
、
町
商
工
会
青
年
部
ま
で

八
月
十
五
日
に
は
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
政
府
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
願
す
る
た
め
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
町

民
の
皆
様
に
も
黙
祷
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
八
月
二
十
日
に
は
苫
前
町
戦
没
者
追
悼
式
を
予

定
し
て
お
り
、
午
前
十
一
時
前
後
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
響
し

ま
す
の
で
黙
祷
に
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

留
萌
調
停
協
会
で
は
、
留
萌
管
内
居

住
の
住
民
を
対
象
に
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
民
事
お
よ
び
家
事
の

紛
争
に
つ
い
て
、
そ
の
解
決
手
段
の
一

つ
で
あ
る
調
停
制
度
の
利
用
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
場
所
　
留
萌
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
は
ー
と
ふ
る
」

留
萌
市
五
十
嵐
町
一
丁
目
一
―
十

◇
相
談
担
当
者
　
調
停
委
員

◇
相
談
内
容
　
民
事
関
係
（
交
通
事
故

・
金
銭
・
土
地
建
物
・
損
害
賠
償
な

ど
民
事
に
関
す
る
問
題
）
や
家
事
関

係
（
離
婚
・
親
子
関
係
・
相
続
な
ど

の
家
庭
問
題
）

◇
相
談
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
留
萌
簡

易
裁
判
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
〇
一
六
四
―
四
二
―
〇
四
六
五

無
料
調
停
相
談
会
の

開
催
お
知
ら
せ

八
月
十
五
日
は
全
国
戦
没
者
追
悼
式

７月１日より配偶者からの暴力、いわゆるドメスティック・バイオレン
ス（ＤＶ）及びストーカー被害者への支援措置として、加害者等への住民
票等の交付制限を行うことができることとなりました。
この制度は、被害者が市町村窓口へ支援措置申出書の提出することによ
り、配偶者からの暴力やストーカー行為において、住民基本台帳の閲覧に
より加害者が被害者の住所探索を行う恐れがある場合に、認められるもの
です。詳しくは、役場町民課住民係までお問い合わせください。

住民票等の交付制限

◇歩行者・自転車利用者へのお願い
○道路は正しく横断しましょう！

○車の間からの横断は、絶対にやめましょう！

○交差点では、安全確認をしましょう！

○夜間は自転車のライトを必ず点灯しましょう！

◇ドライバーへのお願い
○渋滞でいらいらは事故のもと、余裕の運行計画を！

○疲れを感じたら休憩を！

○もしもの時にあなたを守ってくれるもの。

それがシートベルトです！

９月11日は「警察相談の日」
警察は犯罪等による被害の未然防止に関する相談

や国民の安全と平穏についての相談に応じます。

羽　幌　警　察　署

警察の相談ダイヤル ＃9110

お盆帰省等に伴う交通事故防止を！
「シートベルト 着けるゆとりが 身を守る」
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社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
桧
　
森
　
正
　
春
　
様

○
古
丹
別
　
渡
　
辺
　
石
　
雄
　
様

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
古
丹
別
町
内
会
へ
）

○
古
丹
別
　
桧
　
森
　
正
　
春
　
様

(

力
昼
町
内
会
へ
）

○
力
　
昼
　
工
　
藤
　
義
　
孝
　
様

（
昭
和
町
内
会
へ
）

○
興
　
津
　
川
　
村
　
正
　
雄
　
様

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
久
　
保
　
キ
ミ
江
　
様

○
九
　
重
　
矢
　
田
　
キ
ン
子
　
様

○
九
　
重
　
小
　
林
　
ト
　
シ
　
様

（
香
川
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
香
　
川
　
鴨
　
田
　
国
　
一
　
様

（
昭
和
女
性
部
へ
）

○
興
　
津
　
川
　
村
　
正
　
雄
　
様

（
苫
前
保
育
園
へ
）

○
苫
　
前
　
猪
　
股
　
正
　
博
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

8月 町税の納期
今月は、町道民税

国民健康保険税
介護保険料
の納入月です。

苫前町の交通事故情報
平成16年６月末現在

交通事故死ゼロ日数は

６月30日現在で59日

お　　詫　　び
広報７月号サマージャンボ宝くじの発売期間
及び抽選日が誤っておりました。楽しみにし
ておられた皆様に深くお詫び申し上げます。
（正）発売期間：７月１２日～３０日

抽 選 日：８月１０日

納期内納入にご協力願います。

発生件数
４件

死者数
１人

負傷者数
３人

北
海
道
開
発
局
は
、
道
路
が
生
活

に
必
要
な
物
資
の
輸
送
や
通
勤
な
ど

地
域
社
会
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
支

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
安
全
性
・
信
頼
性
の
高
い

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

留
萌
開
発
建
設
部
で
も
期
間
中
、

地
域
の
方
々
や
道
路
利
用
者
な
ど
に

道
路
と
生
活
と
の
関
わ
り
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
く
各
種
の
広
報
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

な
災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い
道
づ

く
り
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
留
萌
開
発
建
設
部
道
路
第
二
課

�
〇
一
六
四
―
四
二
―
二
三
一
一

◇
留
萌
土
木
現
業
所
道
路
建
設
課

�
〇
一
六
四
―
四
二
―
一
五
一
一

道
路
防
災
週
間

８
月
25
〜
31
日

ガソリンスタンドは
かけこみ110番
救急救命119番

留萌地方石油業協同組合は、「救急救命119
番／かけこみ110番」を実施しています。
困ったとことがあったら、

ガソリンスタンドが味方！
こんな時は、普通救命講習修了者のいる

ガソリンスタンドへ
・交通事故にあった　・知らない人に誘われた
・ストーカー行為などを受けた
・暴力にあった　　　・急に体調が悪くなった
・ひったくりにあった

連絡所

企
業
の
社
員
が
結
婚
や
出
産
、
就

学
な
ど
の
お
祝
い
ご
と
や
、
事
故
、

病
気
な
ど
の
突
然
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
発
生
し
た
と
き
に
少
し
で
も
助
け

に
な
る
の
が
共
済
会
が
行
う
慶
弔
共

済
給
付
制
度
で
す
。

共
済
会
は
、
勤
労
者
相
互
の
助
け

合
い
に
よ
る
福
祉
の
向
上
を
主
目
的

に
、
個
々
の
企
業
で
は
な
か
な
か
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
福
利
厚
生

事
業
を
少
額
の
掛
金
で
会
社
に
代
わ

っ
て
行
い
ま
す
。

▼
資
格
　
留
萌
管
内
町
村
に
働
く
事

業
主
及
び
従
業
員
（
十
五
才
以
上
の

方
）

▼
加
入
　
会
社
単
位
（
個
人
事
業
主

の
方
も
大
歓
迎
）

▼
掛
金
　
毎
月
一
人
当
た
り
七
百
円

（
た
だ
し
、
会
社
と
個
人
の
折
半
を

原
則
と
し
、
事
業
主
が
負
担
し
た
掛

金
は
、
税
法
上
、
全
額
必
要
経
費
ま

た
は
損
金
と
な
り
ま
す
。）

▼
事
業
　
慶
弔
共
済
給
付
事
業
（
お

祝
い
金
、お
見
舞
金
の
多
彩
な
給
付
）、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
事
業
・
フ
ラ
ワ

ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
助
成
・
映
画
鑑
賞

券
の
斡
旋
事
業
、
温
泉
入
浴
料
割
引
、

観
光
施
設
入
場
料
割
引
、
温
泉
入
浴

券
サ
ー
ビ
ス

◇
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

各
商
工
会
又
は
留
萌
管
内
町
村
勤
労

者
共
済
会
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
〇
一
六
四
―
四
二
―
一
五
一
一

(

内
線
二
四
二
八)

留
萌
支
庁
内
）

北海道苦情審査委員制度の利用を
北海道の仕事に関し、皆さんからの苦情（ご本人の利害に

係わる苦情）を受け付け、苦情審査委員が中立な立場から、
業務や制度の内容を調査し、苦情の解決に向け迅速に処理す
る制度（公的オンブズマン制度）です。
制度の概要と苦情申立書をセットにしたリーフレットがあ
りますので、郵送希望される方は、下記まで電話で申し込み
ください。

北海道総合企画部道民相談センター
TEL ０１１－２３１－４１１１（内線２３－４２５）

平
成
17
年
度
学
生
募
集

道
立
稚
内
高
等
技
術
専
門
学
院
で

は
、
平
成
十
七
年
度
の
土
木
施
行
管

理
科
と
建
築
科
（
共
に
定
員
二
十
名
）

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
一
次
募
集
の
入
学
願
書
受
付
期

間
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
同
月
二
十

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
学

院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
書
類

入
学
願
書
・
健
康
診
断
書
・
進
学

用
調
査
書
（
進
学
用
調
査
書
は
、
高

卒
予
定
者
の
み
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
立
稚
内
高
等
技
術
専
門
学
院

�
〇
一
六
二
―
三
三
―
二
六
三
六

留
萌
管
内
町
村
勤
労
者
共
済
会
は
、

会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
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このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

９月号の予定は力昼小学校

の児童のみなさんです。

苫前中学校の生徒の作品

風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～６月分）
２６，２３１，０４５円

平成16年６月分の実績
・供給電力量
１５４，１５０ｋＷｈ
１，９３４，１９６円

（設備利用率９．７３％）

ステンシル
『100万回生きた猫』
それぞれの猫が何ヶ
所か、ありえない色
になっている所と、
後ろの大っきな猫が
気に入っています。

２年

外山　雄太くん

『果物から発想した
デザイン画』

デザイン画のバラ
ンスを取る事が難
しかったです。

１年

山本沙也香さん

『果物から発想した
デザイン画』

オレンジを全て同じ
大きさにするのが大
変だったけど、アク
セントを入れて色を
変え工夫しました。

１年

川村　彰くん

ステンシル
『100万回生きた猫』

このドロボー
で気に入って
いるのは、口
とひげです。
後ろにある袋
も気に入って
います。

２年

瀬川久美子さん

▽
七
月
二
十
二
日
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
で
、
ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス

（
代
表
畠
山
浩
旭
＝
瀬
棚
町
）
が
興
行

さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
約
百
五

十
名
が
観
戦
。
▽
試
合
は
と
も
か
く
、

体
重
百
五
十
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
レ
ス

ラ
ー
が
、
リ
ン
グ
場
外
で
、
子
ど
も

た
ち
と
戯
れ
な
が
ら
試
合
が
進
む
。

▽
た
ま
に
、
大
技
を
繰
り
出
し
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
。
プ
ロ
レ
ス
の

臨
場
感
を
楽
し
ん
で
い
た
。
▽
代
表

の
畠
山
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
年
に
全

日
本
プ
ロ
レ
ス
に
所
属
し
て
い
た
。

▽
全
日
本
プ
ロ
レ
ス
と
い
え
ば
、
今

か
ら
二
十
五
年
位
前
、
古
丹
別
中
学

校
体
育
館
で
興
行
が
あ
っ
た
の
を
思

い
出
す
。
▽
今
は
亡
き
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
馬
場
や
ジ
ャ
ン
ボ
鶴
田
、
ブ
ッ
チ

ャ
ー
、
ビ
ル
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
な
ど
が

全
盛
の
頃
で
あ
る
。
▽
場
外
乱
闘
で

友
達
が
ジ
ャ
ン
ボ
鶴
田
の
下
敷
き
に

な
っ
た
こ
と
と
、
ブ
ッ
チ
ャ
ー
の
額

の
ギ
ザ
ギ
ザ
は
堅
く
、
テ
レ
ビ
が
好

き
で
、
本
当
は
と
て
も
紳
士
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

編
集
雑
記
帳

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

ステンシル
『100万回生きた猫』

眉毛が飛び出
していて目も
☆になってい
る所が気に入
っています。

２年

星野くるみさん

『書写』

「長」という字
は、ちょっと
失敗したけど
「成」という
字は、すごく
うまくいきま
した。

１年

五十嵐雄大くん

『書写』

字の形を注意
して書いたの
で、はねがう
まくいきまし
た。

１年

山本　沙貴さん

『果物から発想した
デザイン画』

私は、りんごにア
クセントを入れた
ところがうまくい
きました。 １年

向中野　恵さん


